
あじさい２組 自立活動 「まあいっか名人になろう」  

学習活動・予想される児童の反応 本時見られた深く学び続ける子どもの姿 

１ 前時の振り返りをし、本時のめあてをつかむ。 

〇 前時に取り組んだ、気持ち切り替えチケットを振り

返る。本時につながる動画を見る。 

 

 

 

２ ゲームの動画を見て、取り組む。 

（時間制限や先生チームとの対抗戦という場面を設定しゲ

ームに取り組む。３分間で音が鳴る合計数を競う。） 

３ ゲームに負けそうでイライラしているときの自分の気

持ち切り替えチケットを選ぶ。チケットを使ってみなが

ら、自分に合った方法を見つける。 

【方法選択】（自分に合った方法を選ぶ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別と協働の一体的充実】 
・ 一回戦を終えて自分の気持ち切り替えチケット（方

法）に取り組む。どのチケットを使ったか友達に話

す。 

・ 二回戦を終えて、気持ち切り替えチケット（方法）

を選び直して使う。どのチケットを使ったか友達に

話す。 

 

 〇 一、二回戦を終えて、選んだ方法について話す。その

わけを話す。友達の方法を聞く。 

４ 学習をまとめ、振り返る。 

 〇 振り返りシートに書く。 

 

 

 

・ まあいっかと思うことができた。わけは、声を出して

すっきりしたから。 

・ つぎはドッチボールでイライラしたときに、チケット

を使ってみたいと思った。 

  

〇 教師による動画（ゲームに負けそうで

イライラし、気持ちの切り替えができな

かったときとき、できたとき）を見るこ

とで、本時の場面設定やゴールを確かめ

ることができた。 

〇 先生チームのゲームの動画を見ること

でゲームの仕方や先生との対抗戦という

状況を把握することができた。（ICT） 

〇 自分の学習方法をチケットという可視

化した形にすることで、とらえやすくで

きた。また、子ども用の小さいチケット

を用意し、選んだチケットを机に貼るこ

とで、自分がどんな方法に取り組んだの

か振り返ることができた。（資料１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ゲームに負けそうでもやもやしている

ときに、自分の気持ちを切り替えられる

方法（チケットの内容）を選び、試すこ

とで、自分に合った方法を見つけること

ができた。（資料２）（資料３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

自分にぴったりの 気持ち切り替えチケットを見つけよう。 

 自分に合った方法を見つけると、イライラせずに、まあ

いっかと思うことができる。 
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○ 自己選択・自己決定の場であるつなぎタイムのときに自分の学習方法をチケットという可視化

した形にすることでとらえやすくできるようにした。また、子どもたちが進んで選ぶことができ

るように個々の実態に合ったチケットを用意しておいた。この手立ては、自己選択、自己決定と

いう頭の中や口頭で行う作業をチケットを選ぶという形にすることで、子どもたちが選ぶ、決め

る、やってみるという実感をもつことができるようになった。 

△ しかし、個々の実態にあったものをと思い、チケットの数を用意しすぎて、子どもたちがどれ

を使えばいいのか迷ってしまう状況が出てきていた。 

○ 自立活動では、それぞれ自分にどのような特性があるのか理解し、それらからどんな困り感が

あるのか考え、その状況に応じて自分の行動や感情を調整していくことに取り組んでいくので、

自己調整学習は有効だったと考えている。 

【資料１ 

子ども用のチケットを

机に貼る様子】 

【資料２ 

チケットの内容を試

している姿】 

【資料３ 

気持ち切り替

えチケット】 


